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E-芸g(ch･･C2i-Co,2△Ai･pE△W･･TT(=△Ai-Ao)2･ (2)Ⅳ-1 Ⅳi=1 i1
と書ける.第1項は曲率弾性エネルギーを表しており､二つの主曲率 cli,C2iは､
Cli= 2Sin(軌-軌_1)J
S?_1+S字+2si_lS.･COS(Qt･-4,i_1)･ C2i-響 , (- ,N) (3)










































































(a) (b) (C) (d)
(図3)(r,a)半平面に射影されたリポソームの形状･(a)p-o･o(b)p-0･0008
(C)p-0.002であり,(d)はT-0･05,p-0･0016の場合である･
4 まとめ
以上より､浸透圧による"球形 -ダンベル"および"ダンベル デーィスコサイト"とい
う形状転移をこのシミュレーションで再現することができた.Jenkin'Sはplc-5.69にお
いてリポソームの"球形 -ダンベル"の一次相転移が起こることを変分法から示し【5ト
ー方､Helfrichらは同じ系について､線形安定解析によってplc-6で球形が不安定にな
ることを示している【101. "ダンベル デーィスコサイト"転移についてはSeifertらが変
分法を用いて解析しており【6ト 不連続な形状転移であることが分かっている｡
また､我々のリポソームのモデルによるシミュレーションの結果が､低温ではJenkins
による変分法の計算結果に漸近することも示された｡すなわちこのモデルは､式 (1)で
表される系を有限温度に自然に拡張したものといえる｡今後､このモデルを用いた有
限温度におけるリポソームの解析が期待されるであろう｡
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